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判
例
研
院
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
呈
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
尾
後
貫
荘
太
郎
昭
和
三
八
年
五
月
一
七
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
決
定
(昭
和
三
五
年
㈲
第
二
五
九
七
号
窃
盗
有
価
証
券
偽
造
同
行
使
詐
欺
被
告
事
件
)
判
例
集
第
一
七
巻
第
四
号
三
三
六
頁
〔
決
定
要
旨
〕
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
支
払
銀
行
の
係
員
に
呈
示
し
、
正
当
な
所
持
人
が
そ
の
支
払
を
請
求
す
る
も
の
と
誤
信
さ
せ
た
う
え
、
小
切
手
の
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
と
き
は
、
右
小
切
手
の
窃
盗
罪
の
ほ
か
に
、
金
員
の
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
。
(
反
対
意
見
が
あ
る
。
)
〔事
実
〕
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
呈
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
一
三
五
』臨一 ㎝鼎___一
神
煮ホ
川
法
学
一
一二
⊥ハ
被
告
人
は
昭
和
三
四
年
一
〇
月
一
四
日
、
有
限
会
社
Y
洋
品
店
事
務
所
に
お
い
て
、
同
会
社
所
有
の
同
会
社
代
表
取
締
役
Y
振
出
に
か
か
る
H
銀
行
宛
額
面
四
万
円
の
小
切
手
一
枚
を
窃
取
し
た
後
、
翌
一
五
日
右
H
銀
行
に
赴
き
、
同
銀
行
係
員
に
対
し
、
右
窃
取
に
か
か
る
小
切
手
を
呈
示
し
、
あ
た
か
も
正
常
に
取
得
し
た
小
切
手
で
あ
る
ご
と
く
装
っ
て
現
金
の
支
払
方
を
申
込
み
、
同
係
員
を
し
て
、
そ
の
旨
誤
信
さ
せ
、
因
っ
て
即
時
同
所
に
お
い
て
同
係
員
よ
り
小
切
手
支
払
名
下
に
現
金
四
万
円
の
交
付
を
受
け
た
。
第
一
審
判
決
は
、
右
事
実
の
中
、
小
切
手
を
窃
取
し
た
点
は
刑
法
第
一
一三
五
条
に
、
小
切
手
支
払
名
下
に
現
金
の
交
付
を
う
け
た
点
は
同
法
第
二
四
六
条
第
一
項
に
該
当
す
る
罪
が
成
立
す
る
と
し
て
被
告
人
を
処
断
し
、
そ
う
し
て
第
二
審
判
決
は
「
窃
盗
罪
に
よ
る
賠
物
た
る
小
切
手
を
利
用
し
て
銀
行
員
を
欺
岡
し
、
正
当
な
る
所
持
人
に
お
い
て
小
切
手
の
支
払
を
請
求
す
る
も
の
と
誤
信
せ
し
め
、
小
切
手
の
支
払
名
下
に
金
員
を
騙
取
す
る
こ
と
は
窃
盗
罪
の
法
益
と
異
る
別
個
の
法
益
の
侵
害
を
な
す
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
小
切
手
の
窃
取
が
そ
の
後
に
お
け
る
支
払
を
う
く
る
行
為
と
の
間
に
密
接
不
離
の
関
係
の
存
す
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
両
者
は
別
個
の
法
益
の
侵
害
を
な
す
も
の
と
し
て
、
一
方
が
他
方
を
吸
収
す
る
関
係
に
立
つ
も
の
と
み
と
む
べ
き
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
こ
の
場
合
、
小
切
手
を
窃
取
し
た
者
は
小
切
手
の
正
当
な
所
持
人
の
占
有
な
い
し
所
有
の
権
利
を
侵
害
し
て
、
こ
れ
を
不
法
に
領
得
す
る
者
で
あ
る
が
、
小
切
手
を
不
法
に
利
用
し
て
銀
行
か
ら
、
そ
の
支
払
を
う
け
る
行
為
は
小
切
手
の
正
当
な
所
持
人
に
対
し
て
の
み
支
払
を
な
す
銀
行
の
法
益
を
侵
害
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
説
示
し
て
第
一
審
判
決
を
支
持
し
た
。
〔
上
告
趣
意
〕
と
こ
ろ
で
、
上
告
趣
意
は
次
の
ご
と
し
。
判
示
小
切
手
は
正
当
に
振
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
、
し
か
ら
ば
振
出
人
た
る
判
示
有
限
会
社
は
そ
の
小
切
手
金
の
支
払
を
な
す
義
務
が
あ
り
、
又
、
そ
の
宛
名
銀
行
は
振
出
人
と
の
間
の
小
切
手
に
関
す
る
基
本
契
約
、
即
ち
当
座
勘
定
契
約
に
も
と
づ
き
、
そ
の
小
切
手
の
持
参
人
に
対
し
小
切
手
金
の
支
払
を
な
す
べ
き
義
務
が
あ
り
、
そ
の
所
持
人
が
正
当
な
所
持
人
で
あ
る
や
否
や
は
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
絶
対
的
有
価
証
券
た
る
小
切
手
の
性
質
上
、
そ
の
所
持
人
が
た
と
え
正
当
な
所
持
人
で
な
い
と
し
て
も
、
な
お
、
そ
の
正
当
な
所
持
人
な
り
や
否
や
を
調
査
す
る
義
務
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
支
払
を
拒
む
権
利
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
仮
り
に
、
第
一
審
判
決
の
記
載
に
よ
っ
て
判
示
小
切
手
が
未
だ
正
当
に
振
出
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
一
般
当
座
勘
定
契
約
に
お
い
て
同
判
示
の
小
切
手
金
を
支
払
銀
行
が
そ
の
持
参
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
免
責
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
裁
判
所
に
も
顕
著
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
銀
行
に
は
何
ら
の
責
任
も
損
失
も
な
い
と
す
る
商
慣
習
も
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
第
一
審
判
決
に
い
う
支
払
銀
行
は
法
律
上
侵
害
せ
ら
れ
る
法
益
を
有
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
件
被
告
人
に
対
し
小
切
手
金
の
支
払
を
う
け
た
点
に
つ
き
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
失
当
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
法
益
の
存
否
に
関
し
て
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
憲
法
第
一
三
条
は
「
す
べ
て
国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
結
果
に
お
い
て
は
、
被
告
人
た
る
地
位
に
お
か
れ
た
国
民
の
自
由
を
侵
害
す
る
刑
法
の
解
釈
に
当
っ
て
は
、
み
だ
り
に
個
人
ま
た
は
私
法
人
の
被
害
法
益
を
拡
張
解
釈
し
、
も
し
く
は
擬
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
判
決
は
結
局
存
在
し
な
い
被
害
法
益
を
存
在
す
る
も
の
と
曲
解
し
、
国
民
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
有
罪
の
判
決
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
第
=
二
条
の
規
定
に
違
反
し
、
被
告
人
の
自
由
に
対
す
る
国
政
上
の
保
障
を
裏
切
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
原
判
決
は
、
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刑
法
第
二
四
六
条
を
不
当
に
適
用
す
る
誤
を
犯
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
第
=
二
条
の
規
定
に
反
す
る
違
法
を
犯
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
判
決
は
こ
の
点
に
お
い
て
破
棄
す
る
を
相
当
と
考
え
る
、
と
。
〔
上
告
審
の
判
断
〕
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
呈
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
=
二
七
鳩
憎配 ¶一一{坤
神
奈
川
法
学
一
三
八
右
上
告
趣
意
に
対
し
て
最
高
裁
判
所
は
「
憲
法
=
二
条
違
反
を
い
う
点
も
あ
る
が
、
実
質
は
単
な
る
法
令
違
反
の
主
張
に
帰
し
上
告
適
法
の
理
由
に
当
ら
な
い
」
と
挨
拶
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
所
論
指
摘
の
所
為
を
詐
欺
罪
に
問
擬
し
た
原
判
断
は
正
当
で
あ
る
」
と
付
言
し
た
上
、
「
当
裁
判
所
昭
和
二
四
年
(
れ
)
第
二
入
五
二
号
、
同
二
五
年
二
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
、
刑
集
第
四
巻
第
二
号
二
五
五
頁
参
照
」
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
河
村
大
助
、
奥
野
健
一
の
両
裁
判
官
が
次
の
ご
と
き
反
対
意
見
を
述
ぺ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
く
ー
ー
「
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
が
窃
取
し
た
小
切
手
を
利
用
し
て
銀
行
か
ら
、
そ
の
額
面
金
額
相
当
の
金
員
を
受
領
し
た
点
に
つ
き
、
一
審
判
決
は
、
窃
盗
の
外
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
、
両
者
を
併
合
罪
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
し
て
処
断
し
、
原
判
決
も
右
判
断
を
是
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
窃
盗
犯
人
が
み
ず
か
ら
そ
の
貯
物
を
処
分
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
外
形
上
他
罪
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
通
常
予
想
さ
れ
る
事
後
処
分
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
窃
盗
罪
に
包
摂
さ
れ
別
罪
を
構
成
す
る
も
の
で
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
と
に
、
今
日
の
交
換
経
済
社
会
に
お
い
て
、
窃
盗
犯
人
が
窃
取
す
る
は
、
み
ず
か
ら
直
接
に
こ
れ
を
使
用
・す
る
の
で
は
な
く
、
貯
物
を
処
分
し
て
金
銭
に
換
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
従
う
て
、
そ
の
賠
物
を
自
己
の
所
有
物
の
ご
と
く
に
装
っ
て
、
他
人
に
売
却
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
窃
盗
が
単
に
他
人
の
所
持
を
侵
害
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
所
有
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
売
却
は
窃
盗
の
事
実
上
の
効
果
を
完
う
す
る
行
為
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
貯
物
の
処
分
に
関
し
、
必
然
的
に
伴
う
買
主
に
対
す
る
欺
圏
行
為
は
、
す
で
に
窃
盗
の
行
為
に
お
い
て
予
定
さ
れ
包
摂
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
小
切
手
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
真
正
に
振
出
さ
れ
た
所
謂
持
参
入
払
式
小
切
手
で
あ
っ
て
、
被
告
人
み
ず
か
ら
そ
の
■時 、
辱
小
切
手
に
よ
り
銀
行
か
ら
現
金
の
支
払
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
換
金
行
為
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
前
記
の
貯
物
処
分
に
比
し
一
層
強
い
理
由
で
窃
盗
罪
に
当
然
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
小
切
手
は
支
払
証
券
た
る
性
質
上
た
だ
ち
に
支
払
を
う
け
得
る
一
覧
払
の
性
質
を
も
ち
(小
切
手
法
二
八
条
一
項
前
段
)
現
金
に
代
わ
る
機
能
を
営
む
点
に
お
い
て
、
現
金
的
の
性
格
が
強
く
、
こ
と
に
、
本
件
の
ご
と
き
持
参
人
払
式
小
切
手
は
所
持
の
み
に
ょ
り
て
形
式
的
資
格
を
有
し
、
支
払
人
は
特
別
の
調
査
を
要
せ
ず
し
て
証
券
の
所
持
入
に
支
払
す
れ
ば
足
り
、
か
つ
有
効
な
支
払
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
換
金
行
為
は
、
窃
盗
行
為
に
伴
う
当
然
の
結
果
と
し
て
、
窃
盗
行
為
に
対
す
る
可
罰
的
評
価
に
当
然
包
含
さ
れ
る
も
の
と
見
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
被
告
人
が
本
件
持
参
人
払
式
小
切
手
を
も
っ
て
支
払
を
う
け
た
行
為
は
、
ま
さ
に
、
不
可
罰
的
事
後
行
為
と
し
て
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
る
に
、
窃
盗
罪
の
外
、
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
は
刑
法
二
四
六
条
を
不
当
に
適
用
し
た
違
法
が
あ
り
、
破
棄
を
免
れ
な
い
も
の
と
思
料
す
る
」
と
。
〔
研
究
〕
旧
刑
法
時
代
の
判
例
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
解
決
の
上
に
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
私
は
当
時
の
大
審
院
の
卓
見
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
さ
え
思
っ
て
い
る
の
で
、
煩
を
い
と
わ
ず
、
こ
こ
に
そ
れ
を
掲
げ
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
判
決
の
一
つ
は
か
く
い
う
の
で
あ
る
。
「
一
所
為
ヵ
数
個
ノ
刑
名
二
触
ル
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
所
為
ノ
単
一
ナ
ル
ノ
点
ヨ
リ
一
罪
ヲ
構
成
ス
ヘ
キ
ヤ
、
若
ク
ハ
其
ノ
所
為
ヵ
数
個
ノ
法
律
違
反
ヲ
構
成
ス
ル
ノ
点
ヨ
リ
其
ノ
法
律
違
反
二
相
当
ス
ル
数
個
ノ
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ヤ
。
換
言
ス
レ
ハ
、
犯
罪
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
一
二
所
為
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
依
リ
テ
定
ム
ヘ
キ
ヤ
、
若
ク
ハ
法
律
違
反
ノ
単
一
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
標
準
ト
ス
ヘ
キ
ヤ
ハ
、
学
者
間
議
論
ノ
一
致
セ
サ
ル
所
ニ
シ
テ
立
法
例
モ
亦
タ
区
々
二
出
ツ
ル
所
ナ
リ
。
而
シ
テ
、
或
ル
立
法
二
於
テ
ハ
一
所
為
ヵ
数
個
ノ
刑
名
二
触
レ
タ
ル
場
合
二
付
、
其
ノ
中
ノ
最
モ
重
キ
刑
名
二
従
ヒ
処
断
ス
ヘ
キ
旨
ノ
特
別
規
定
ヲ
設
ケ
、
純
然
窃
取
し
た
持
参
入
払
式
小
切
手
を
昊
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
=
二
九
神
奈
川
法
学
一
四
〇
タ
ル
数
罪
倶
発
ノ
場
合
ト
区
別
ス
ル
モ
、
我
ヵ
刑
法
ニ
ハ
此
ノ
点
二
付
何
等
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
其
ノ
所
為
ハ
刑
法
第
百
条
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
数
個
ノ
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ヤ
、
若
ク
ハ
初
メ
ヨ
リ
一
ノ
刑
律
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
単
一
ノ
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ヘ
キ
ヤ
ハ
、
専
ラ
犯
罪
ソ
ノ
モ
ノ
ノ
観
念
如
何
二
依
リ
テ
定
マ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
蓋
シ
、
犯
罪
ハ
刑
罰
ノ
制
裁
ヲ
付
シ
タ
ル
有
責
ノ
不
法
行
為
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
点
ヨ
リ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
行
為
ソ
ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
犯
罪
ノ
基
本
ト
シ
、
犯
罪
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
、
其
ノ
行
為
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
以
テ
、
唯
一
ノ
標
準
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
論
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
カ
如
シ
。
然
レ
ト
モ
、
法
律
ヵ
不
法
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
、
犯
罪
人
ト
シ
テ
刑
罰
ノ
制
裁
ヲ
付
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
他
ナ
シ
。
其
ノ
行
為
力
特
殊
ノ
法
益
ヲ
侵
害
ス
ル
カ
為
ニ
シ
テ
、
其
ノ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
犯
人
ヲ
シ
テ
其
ノ
行
為
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
各
個
ノ
法
益
侵
害
二
対
シ
、
其
ノ
責
二
任
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
是
レ
、
法
律
ヵ
各
個
ノ
法
益
侵
害
二
対
シ
、
特
二
、
正
条
ヲ
設
ケ
之
二
固
有
ナ
ル
刑
罰
ヲ
設
ク
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
各
個
ノ
法
益
侵
害
ハ
、
実
二
、
犯
罪
行
為
ノ
基
本
的
要
素
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
故
二
、
犯
罪
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
、
犯
人
ノ
為
シ
タ
ル
法
益
ノ
侵
害
ノ
単
一
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
以
テ
標
準
ト
ス
ヘ
ク
、
犯
人
ノ
所
為
ヵ
数
個
ノ
刑
名
二
触
レ
又
ハ
数
回
同
一
ノ
刑
名
二
触
ル
ル
ニ
於
テ
ハ
、
其
ノ
所
為
ノ
単
一
ナ
ル
ト
否
ト
ニ
論
ナ
ク
、
其
ノ
法
律
違
反
ノ
数
二
相
当
ス
ル
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ヘ
キ
筋
合
ナ
リ
ト
ス
。
之
ヲ
換
言
ス
ル
ト
キ
ハ
、
犯
人
ヵ
其
ノ
所
為
二
因
リ
法
律
二
罰
ス
ル
結
果
ヲ
惹
起
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
結
果
二
対
シ
、
其
ノ
都
度
犯
人
ト
シ
テ
責
任
ヲ
負
フ
ヘ
ク
、
結
果
毎
二
犯
罪
成
立
シ
、
其
ノ
結
果
ノ
異
ナ
ル
ニ
従
ヒ
、
犯
罪
モ
亦
タ
異
ナ
ル
ノ
結
果
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
是
レ
、
当
院
従
来
ノ
判
例
二
於
テ
屡
々
判
示
シ
タ
ル
所
ニ
シ
テ
、
当
院
ハ
本
件
ノ
上
告
論
旨
二
対
シ
、
別
二
之
ヲ
変
更
ス
ヘ
キ
理
由
ヲ
発
見
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
従
来
ノ
判
例
ヲ
維
持
ス
ル
ヲ
相
当
ナ
リ
ト
認
ム
。
而
シ
テ
、
原
院
ノ
認
メ
タ
ル
事
実
二
依
リ
本
件
被
告
ノ
犯
罪
行
為
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
、
其
ノ
基
本
タ
ル
所
為
ハ
全
ク
単
一
ニ
シ
テ
被
告
ハ
別
異
ノ
所
為
二
依
リ
証
告
罪
ト
文
書
偽
造
罪
ト
ヲ
犯
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
所
論
ノ
如
シ
ト
錐
モ
、
其
ノ
所
為
ヵ
二
個
ノ
刑
名
二
触
ル
ル
以
上
ハ
、
刑
法
第
百
条
ヲ
適
用
シ
、
其
ノ
中
ノ
最
モ
重
キ
モ
ノ
ニ
従
ヒ
処
断
ス
ヘ
キ
ニ
個
ノ
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ハ
勿
論
、
証
告
ハ
犯
罪
ノ
性
質
又
ハ
法
律
ノ
規
定
二
依
リ
、
文
書
偽
造
罪
中
二
当
然
包
含
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
所
論
ノ
如
ク
文
書
偽
造
罪
ノ
結
果
ナ
リ
ト
シ
テ
之
ヲ
不
問
二
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
必
ス
ヤ
各
個
ノ
犯
罪
二
付
、
別
々
二
被
告
ノ
責
任
ヲ
問
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
二
、
原
院
ヵ
此
ノ
主
旨
二
従
ヒ
所
論
ノ
如
ク
判
示
シ
タ
ル
ハ
相
当
ナ
ハ
　
リ
」
(明
治
三
七
年
一
月
二
一
日
大
審
院
第
二
刑
事
部
判
決
、
刑
録
第
一
〇
輯
五
一
頁
)
と
。
こ
の
判
決
の
事
案
の
内
容
は
、
被
告
は
N
名
義
の
告
訴
状
を
偽
造
し
、
そ
の
告
訴
状
に
よ
っ
て
S
を
誕
告
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
二
つ
と
し
て
次
の
よ
う
な
判
例
も
あ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
「
凡
ソ
、
別
個
ノ
法
益
侵
害
ハ
独
立
ノ
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
各
個
ノ
法
益
侵
害
ヵ
別
異
ナ
ル
犯
意
ノ
発
動
二
基
ク
ト
同
一
目
的
ヲ
遂
行
ス
ル
為
、
同
一
意
思
ノ
発
動
二
基
因
ス
ル
ト
ヲ
問
フ
コ
ト
ナ
シ
。
厳
ヲ
以
テ
・
数
個
ノ
法
益
侵
害
ノ
所
為
ヵ
互
二
原
因
ト
ナ
リ
、
結
果
ト
ナ
リ
テ
相
連
絡
シ
、
犯
人
ノ
目
的
ヨ
リ
見
テ
之
ヲ
包
括
的
二
観
察
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
ト
錐
モ
、
旧
刑
法
第
三
百
九
十
条
第
二
百
六
条
二
於
ケ
ル
カ
如
ク
、
法
律
ヵ
特
別
規
定
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
連
結
シ
単
一
罪
ト
為
サ
サ
ル
限
リ
ハ
・
裁
判
所
ハ
各
個
ノ
所
為
ヲ
以
テ
各
別
罪
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
其
ノ
原
因
タ
リ
結
果
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
、
一
罪
ト
シ
テ
之
ヲ
処
分
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
而
シ
テ
、
本
件
二
在
テ
ハ
委
任
状
ノ
偽
造
行
使
ト
登
記
申
請
書
ノ
偽
造
行
使
ト
ハ
、
全
ク
別
異
ナ
ル
法
益
ノ
侵
害
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
、
タ
ト
へ
其
ノ
登
記
申
請
書
ハ
委
任
状
偽
造
ノ
結
果
ト
シ
テ
成
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
モ
セ
ヨ
、
之
ヲ
委
任
状
偽
造
ノ
所
為
中
二
包
含
セ
シ
メ
テ
、
之
ヲ
不
問
二
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
故
二
、
原
院
ヵ
各
個
ノ
所
為
二
対
シ
刑
ヲ
適
用
シ
タ
ル
ハ
相
当
ナ
リ
」
(明
治
四
一
年
三
月
五
日
大
審
院
第
二
刑
事
部
判
決
、
刑
録
第
一
四
輯
一
六
一
頁
)
と
。
さ
て
、
本
件
決
定
に
お
い
て
参
照
す
べ
き
判
例
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
昭
和
二
五
年
二
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
「
貯
物
を
処
分
す
る
こ
と
は
財
産
罪
に
伴
う
事
後
処
分
に
す
ぎ
な
い
か
ら
別
罪
を
構
成
し
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
窃
取
ま
た
は
騙
取
し
た
郵
便
貯
金
通
帳
を
利
用
し
て
郵
便
局
係
員
を
欺
圏
し
、
真
実
名
義
人
に
お
い
て
貯
金
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
呈
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
一
四
一
神
奈
川
法
学
一
四
二
の
払
戻
を
請
求
す
る
も
の
と
誤
信
せ
し
め
て
貯
金
の
払
戻
名
義
の
下
に
金
員
を
騙
取
す
る
こ
と
は
、
更
に
新
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
、
亦
、
犯
罪
の
成
立
を
認
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
賠
物
の
単
な
る
事
後
処
分
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
原
審
が
所
論
郵
便
貯
金
通
帳
を
利
用
し
て
預
金
を
引
出
し
た
行
為
に
対
し
、
詐
欺
罪
を
も
っ
て
問
擬
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
か
ら
、
論
旨
は
理
由
が
な
い
」
と
。
こ
の
判
決
は
、
前
記
大
審
院
判
例
と
全
く
軌
を
一
に
す
る
見
解
で
あ
り
、
私
も
、
こ
の
見
解
が
正
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
(大
審
院
判
例
の
中
に
は
、
例
え
ば
明
治
四
四
年
六
月
八
日
第
二
刑
事
部
判
決
の
ご
と
く
、
預
金
引
出
行
為
を
事
後
処
分
行
為
と
見
て
不
可
罰
と
し
た
考
え
方
も
あ
る
こ
と
は
あ
っ
た
)
。
い
わ
ゆ
る
不
可
罰
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
後
処
分
行
為
な
る
も
の
は
、
成
立
し
た
犯
罪
の
構
成
要
件
事
実
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
構
成
要
件
は
法
益
侵
害
事
実
を
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
構
成
要
件
に
よ
っ
て
類
型
化
さ
れ
た
法
益
侵
害
事
実
と
別
個
の
法
益
侵
害
事
実
は
、
当
然
、
当
該
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
別
個
の
法
益
侵
害
事
実
を
類
型
化
し
た
構
成
要
件
の
定
め
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
つ
の
講
成
要
件
が
ど
こ
ま
で
の
法
益
侵
害
事
実
を
包
摂
す
る
か
は
、
そ
の
構
成
要
件
自
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
構
成
要
件
の
目
的
如
何
に
よ
っ
て
き
ま
る
わ
け
で
あ
る
。
行
為
者
の
意
思
に
よ
っ
て
構
成
要
件
該
当
事
実
が
拡
張
さ
れ
た
り
、
縮
小
さ
れ
た
り
す
る
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
。
郵
便
貯
金
通
帳
を
盗
取
す
る
こ
と
が
、
そ
の
通
帳
を
利
用
し
て
郵
便
局
か
ら
貯
金
を
引
き
出
す
目
的
(意
思
)
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
郵
便
局
か
ら
貯
金
を
引
き
出
し
た
所
為
ま
で
を
も
、
郵
便
貯
金
通
帳
の
窃
盗
の
事
実
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
郵
便
貯
金
通
帳
は
財
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
所
持
す
る
こ
と
が
一
つ
の
法
益
で
あ
り
、
こ
の
法
益
は
刑
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
郵
便
局
の
所
持
す
る
現
金
は
、
も
と
よ
り
財
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
所
持
す
る
こ
と
が
一
つ
の
法
益
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
、
刑
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
郵
便
貯
金
通
帳
を
騙
取
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詐
欺
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
事
実
が
成
立
ー
証}
ー
ー
「ー
i
ー
髭
'
ゴ
す
る
し
・
そ
の
郵
便
貯
金
通
帳
を
利
用
し
て
郵
便
局
か
ら
貯
金
を
引
き
出
せ
ば
、
ま
た
、
・、
y、
に
詐
欺
罪
の
儀
要
件
に
該
当
す
る
妻
の
成
立
す
る
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
郵
便
局
は
所
定
の
手
続
を
踏
ん
だ
貯
金
引
出
が
あ
れ
ば
、
通
帳
の
名
義
人
に
対
し
て
免
責
さ
れ
・
名
義
入
に
対
し
て
賠
償
し
な
く
と
も
、
欺
岡
行
為
に
因
っ
て
現
金
の
所
持
(法
益
)
を
失
っ
た
・」
と
に
よ
っ
て
、
法
益
を
侵
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
郵
便
貯
金
通
讐
代
え
て
持
参
人
払
式
小
切
手
、
郵
便
局
に
隻
て
小
切
手
の
名
宛
銀
行
の
場
倉
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
件
の
書
裁
判
所
決
定
に
お
い
て
、
右
昭
和
二
五
年
二
月
二
四
日
判
決
を
参
照
と
し
て
掲
げ
た
上
・
こ
の
判
決
と
里
見
解
の
下
に
被
告
人
の
換
金
行
為
を
詐
欺
罪
と
し
て
処
断
す
る
措
置
に
出
た
の
は
、
ま
さ
に
、
そ
の
所
で
あ
っ
て
・
こ
の
決
定
に
反
対
す
る
余
地
は
些
か
も
在
り
得
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
の
決
定
に
は
、
河
村
、
奥
野
両
裁
判
官
の
反
対
意
暴
あ
る
の
で
あ
る
・
そ
こ
で
・
こ
の
反
対
意
見
の
誤
を
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
.」
の
反
対
意
見
は
、
上
告
趣
意
を
そ
の
ま
ま
容
認
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
刑
法
的
感
覚
の
欠
袈
あ
る
よ
・つ
意
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
反
対
意
見
で
は
・
持
参
人
払
式
小
切
手
を
現
金
と
同
一
視
し
、
持
参
人
払
式
小
切
手
を
窃
取
し
た
こ
と
は
現
金
を
窃
取
し
た
の
と
同
じ
だ
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
「
持
参
人
払
式
小
切
手
の
所
持
人
は
銀
行
か
ら
支
払
を
う
け
得
る
資
格
が
あ
り
、
銀
行
は
特
別
の
調
査
を
し
な
い
で
所
持
人
に
支
払
す
れ
ば
足
り
、
か
つ
、
そ
の
支
払
は
有
効
」
だ
と
い
う
も
の
¢
」
と
く
で
あ
る
。
商
法
上
は
、
ま
さ
に
・
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。・
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
商
法
上
の
持
参
入
払
式
小
切
手
の
効
用
な
い
し
効
果
を
も
っ
て
、
刑
法
上
の
犯
罪
成
否
を
き
め
て
は
な
ら
な
い
。
反
対
意
見
に
は
刑
法
的
感
覚
の
欠
如
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
っ
た
の
は
、
.」
.」
で
あ
る
。
小
切
手
は
あ
く
ま
で
も
小
切
手
で
あ
り
、
現
金
は
あ
く
ま
で
も
現
金
で
あ
る
し
、
小
切
手
の
所
持
は
小
切
手
の
所
持
と
し
て
保
護
さ
る
べ
き
法
益
で
あ
り
・
現
金
の
所
持
は
現
金
の
所
持
と
し
て
保
護
さ
る
べ
き
法
益
で
あ
・
て
、
.」
れ
ら
法
益
の
塁
.
篠
と
し
て
刑
法
上
別
個
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
反
対
意
見
者
の
再
考
を
促
し
て
や
ま
ぬ
者
で
あ
る
。
以
上
。
窃
取
し
た
持
参
人
払
式
小
切
手
を
呈
示
し
て
小
切
手
支
払
名
下
に
金
員
を
交
付
さ
せ
た
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
立
西
三
甑
,
ー
斌
n
"
ー
-軽
ー
ー
始
囑引
"
簑
鮭
恥
亨
涯
尋
ー
■ー
幽
蕊
を
尋
唾
-尋
ー
ー
塑
諏
電
鐸
ー
ギ
婁
峯
圭
琶
ー
・峯
・垂
毒
語
曳
ー
犀
』
ゴ
き
藍
』
